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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年8月2日(2012.8.2)

【公開番号】特開2011-144244(P2011-144244A)
【公開日】平成23年7月28日(2011.7.28)
【年通号数】公開・登録公報2011-030
【出願番号】特願2010-5235(P2010-5235)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/59     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/22     (2006.01)
   Ｂ４２Ｄ  15/10     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   3/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  11/59    ＣＰＲ　
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/22    　　　　
   Ｂ４２Ｄ  15/10    ５３１Ｂ
   Ｂ４１Ｍ   3/14    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月18日(2012.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　下記化学式：
　（ＭｋＢａａ－ｘＥｕｘ）（ａ+ｋ）Ｏ・（Ｍｇｂ－ｙＭｎｙ）ｂＯ・ｃ（ＳｉＯ２）
で示され、
　式中、Ｍは、アルカリ土類金属のＣａ（カルシウム），Ｓｒ（ストロンチウム）であり
、
　ｋは、０又は０．３であり、
　ａは、２≦ａ≦３．５であり、
　ｂは、０．７５≦ｂ≦２であり、
　ｃは、１．５＜ｃ≦３であり、
　ｘは、０．０１≦ｘ≦０．２であり、
　ｙは、０．０２≦ｙ≦０．４である残光性発光体であって、
　前記残光性発光体は、励起光照射時における蛍光の発光色と、前記励起光停止後におけ
る残光の発光色が異なり、
　前記励起光停止後における残光時間が、２ｍｓから５ｓであることを特徴とする残光性
発光体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　前記残光性発光体は、
　ａ＝３であり、
　ｂ＝１であり、
　ｃ＝２であり、
　０．０５≦ｘ≦０．１であり、
　０．０５≦ｙ≦０．２５であることを特徴とする請求項１記載の残光性発光体。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また、本発明は、ｋ＝０又は３であり、ａ＝３であり、ｂ＝１であり、ｃ＝２であり、
０．０５≦ｘ≦０．１であり、０．０５≦ｙ≦０．２５であることを特徴とする残光性発
光体である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　また、ｋ＝０又は３であり、ａ＝３であり、ｂ＝１であり、ｃ＝２であり、０．０５≦
ｘ≦０．１であり、０．０５≦ｙ≦０．２５の残光性発光体である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　本発明の一実施の形態における残光性発光体の残光時間（寿命）と、その測定方法につ
いて説明する。励起光源は、中心波長３６５ｎｍのＬＥＤ光源を使用し、発光検知は、シ
リコンフォトダイオード検出器を使用した。励起光の点灯時間及び消灯時間は、パルスジ
ェネレータで制御し、図６（ａ）に示すように、照射時間を４００ｍｓ、その後の停止時
間を最大５ｓとした。シリコンフォトダイオード検出器を通して電気信号に変換されたシ
グナルは、ＡＤ変換器によりＡＤ変換し、励起光のシグナルが０Ｖになった時間を０ｓと
し、残光性発光体のシグナルが０Ｖになった時間を残光時間（寿命）とする。本発明の一
実施の形態における残光性発光体は、３６５ｎｍ励起において、照射時間を４００ｍｓと
して波長６００ｎｍを中心波長とする残光時間（寿命）が９１ｍｓであり、励起光照射停
止５０ｍｓ後も残光の検出が可能であった。残光は、２ｍｓから５ｓであり、視認可能な
残光は、１０ｍｓ以上であり、より好ましいのは、２０ｍｓ以上の残光時間を持つことが
視認性の観点から有効である。さらに、秘匿性を考慮した場合は、５ｓ以下が好ましく、
より好ましいのは、１ｓ以下である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００５０】
　表２に示す配合の原料を正確に秤量し、エタノール溶媒中、十分に混合して乾燥させた
。十分に混合した粉体をアルミナ製容器に入れ、還元雰囲気（Ｎ２＋Ｈ２(４％) ）中に
おいて、１４２０℃で２時間焼成した。この反応により得られた焼成物を残光性発光体１
－（１）とする。残光性発光体１－（１）は、２．９５Ｂａ・０．９Ｍｇ・Ｓｉ２Ｏ８：
０．０５Ｅｕ・０．０６２Ｍｎで表される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
【表２】

【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　同様にして、Ｅｕ及びＭｎの置換割合を表３のように変化させたほかは、残光性発光体
１－（１）と同一の条件で、残光性発光体１－（２）～１－（１７）を作製し、発光特性
を測定した。蛍光及びりん光スペクトルの積分値を算出し、残光性発光体１－（１）を１
００としたときの相対値を表３に示した。この結果から、蛍光及びりん光の双方の発光強
度が高くなる組成は、Ｂａ３ＭｇＳｉ２Ｏ８の母体組成に対しＥｕを０．０５モル及びＭ
ｎ０．０６２モル置換した場合であることがわかった。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】



(4) JP 2011-144244 A5 2012.8.2

【表３】

【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　表４に示す配合の原料を正確に秤量し、エタノール溶媒中、十分に混合して乾燥させた
。十分に混合した粉体をアルミナ製容器に入れ、還元雰囲気（Ｎ２＋Ｈ２(４％) ）中に
おいて、１４２０℃で２時間焼成した。この反応により得られた焼成物を残光性発光体２
－（１）とする。残光性発光体２－（１）は、２．６５Ｂａ・０．３Ｓｒ・０．８Ｍｇ・
Ｓｉ２Ｏ８：０．０５Ｅｕ・０．１２３Ｍｎで表される。
　
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
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【表５】

【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　表６に示す配合の原料を正確に秤量し、エタノール溶媒中、十分に混合して乾燥させた
。十分に混合した粉体をアルミナ製容器に入れ、還元雰囲気（Ｎ２＋Ｈ２(４％) ）中に
おいとて、１４２０℃で２時間焼成した。この反応により得られた焼成物を残光性発光体
３－（３）する。残光性発光体３－（３）は、２．６５Ｂａ・０．３ＣａＯ・０．８Ｍｇ
・Ｓｉ２Ｏ８：０．０５Ｅｕ・０．０１２３Ｍｎで表される。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　同様にして、Ｅｕ及びＭｎの置換割合を表７のように変化させた他、残光性発光体３－
（３）と同一の条件で残光性発光体３－（１）～３－（５）を作製し、発光特性を測定し
た。蛍光及びりん光スペクトルの積分値を算出し、残光性発光体１－（１）を１００とし
たときの相対値を表７に示した。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
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【表７】

【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
（比較例１）
　次に、本発明の残光性発光体の実施例との比較を行うため、比較例の発光体について説
明する。表１５に示す配合の原料を正確に秤量し、エタノール溶媒中、十分に混合して乾
燥させた。十分に混合した粉体をアルミナ製容器に入れ、還元雰囲気（Ｎ２＋Ｈ２(４％)
 ）中において、１４２０℃で２時間焼成した。比較例１の発光体は、２．９５Ｂａ・０
．４Ｍｇ・Ｓｉ２Ｏ８：０．０５Ｅｕ・０．０６２Ｍｎで表される化合物を主として含む
。
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